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 審査会では、調査対象者の募集方法、なぜ ASD に着目したかなどが議論された。こ
れらに対しては適切に回答することができた。また、インドネシアにおける家族関係の
ありかたなど、研究背景に関しても有意義な討論を行う事ができた。 
 審査会において、次の点で学位に相当すると思われた。 
 
１．質疑応答では、すべての質問に適切に答えられていた。 
２．総合的に、関連した領域の知見について深く理解していると考えられた。 
３．クロスカルチャー研究の可能性など、今後の研究に対する意欲が認められた。 
 
博士学位論文審査の要旨 
 
 以上のことから、本研究が博士論文に値するとともに、研究者が博士の学位(作業療法学)
に相当するものと判断する。 
 
